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(I) 緒 口

木材完全利用の見地か ら廃材活用の一方港 として,鋸屑か ら活性炭の製造を試みた｡従来 も廃材

等覇に鋸屑か らの活性炭の製造は脱色炭,脱臭炭,ガス吸着炭等を対象 として行ほれてゐたが,最
(1)

近硬化油指,合成樹脂の製造,高速度印刷,空気電池等の発達はその目的に適合する特殊活性炭の
(I-')

必要を生 じ,再び活性炭の製造研究が活溌 となって来た｡著者等は教程の樹榎か ら塩化亜鉛法によ

って活性漠を製造しての性質について二三の実験を行ったか らこ ｣に報告する｡

用) 実 験 法 及 装 置

(1) 原 料
(:'･)

一般に木材の造材製材の際の損失量は第 1表に示す如 く,造材の際に 17% で製材の際に136%

に達する｡ この 53% に及ぶ損失の うち廃材 として利用し得るものは,造材の 10% 前後,製材の

15%前後即ち木材の 20乃至30% 位であると者- られるO

製 材 損 失
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用ひた材は,アカマツ (PinusDens-

iflwaS.eiZ.), ヒ ノキ (Chamaecyp-

arisObiusa,S.elZ.),カバ (Beiula

japonica,Sieb.),ブナ (FagusSieboI-

dii,Endl.), ミツマク (Edgeworihia

papyrifera,S.eiZ.),ワッ トル(Acacia

mollissima,Wild.)等で風乾物を当研究

室の粉砕機で粉砕した ものであってその

性状は第 2表に示す通 りである｡



田中･館 :活性炭に関する研究

第 2表 鋸 暦 粉 砕 度
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① ヒノキは嵯峨福井製材所の鋸暦｡

④ ミツマタは 600C2hrs乾燥後粉砕せるもの｡

し2) 実 験 装 置

(a) 横型電気炉に直径 2cm 長さ 50cm の鉄管を装入し,1回の試料 10gを用ふ｡

(b) 電気炉に,内容 150ccの鉄製乾溜釜を装置し,1回の試料 50gを用ふ｡

(3)賦 活 方 法

試料を 50% 塩化亜鉛溶液に浸漬し,400oC以下にて加熱炭化し第 1次炭を得る｡ これを塩水,

稀塩酸酸再び温水にて 充 分 洗 推し,これに重量の 2-3倍量の蒸溜水を添加 し,電気炉中に装置

し,加熱賦活し,磁製ボ-ル ミルにて粉砕した｡

(4) 活性度測定法

活性炭の活性理論は現在のところ充分確立されてゐない｡従って活性度測定法も不充分であるが,

従来一般に用ひ られてるメチレン音溝及カラメル液脱色法を用ひ比較した｡

(a) メチレン青港o試料 0･1gを共栓三角フラスコに疑 り,0･1%メチレン青溶液を加-,lo財

塩酸にて酸性 となし 10分間振遷し,比較標準液 臼 ヒ較し色度の∵致した時のメチレン青溶液使用

CC数を以て表はす｡

(b)カラメル溶液港o 精製の白砂糖 60gを水 40ccで溶解 し, これに濃硫酸 5ccを水 20cc

で稀釈した液を加へ,湯煎上で 30分 間加熱 L E-れに熟時 10gの苛性 ソーダを加-直火で 5分間

煮沸し冷却後中性 となし正確に 300ccとなしたるものを原液 とす｡

試料 0･1gにこの原液を適当に稀釈したもの適量を加-療準液 と比色計にて比色の脱色カ % を算

控するo

(C) 香港原糖溶液○ 市販香港糖を 13oBrix溶液 としてカラメル溶液法に準 じ比色法により,氏

較試験を行った
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(亜) 実 験 結 果

(1) 温度と収量 との関係

試料 としてヒノキを用ひ (a)型加熱装

置 を用仏行った｡その結果は第 3表に示す

如 く,温度の上昇 と共に収量は減 じたがメ

チ レン青価は上昇する｡

(2) 加熱温度 と収量 との関係｡

次いで加熱時間 と収量の関係をアアマツ

ーの第一次炭を用払 (a)型加熱装置を用仏

行ひ第 3表 (b)の結果を得た｡

(3) 市販活性炭の二三の性質｡

活性度の高いことは望ましい然 し同時に

収量は 20%前後少 くとも 15%以上である

第 3 表

a). 加熱温度と収量 (ヒ′キ 10g lhr加熱)

b).加熱時問と収量

ことが望ま｢しい｡ このためには如何にすべ

きかを考慮 し-･応市販活性炭の二 ･三の性質 を調べてみた｡即ち第 4表に示す如 く,カラメル価に

あっては 61.4% か ら 83.8%,メチレン青価にあっては 8.0-18.5であった｡周灰分は案外多か

て)た｡ ヽ

第 4表 市販活性炭の諸性質
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(7) 種々なる樹種 よりの活性炭の製造｡

次いで樹種による活性炭の生成について実験 を行った｡針葉樹 としてアカマツ,ヒノキ,潤葉蘭
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よしてカバ,ブナをその他土佐産の ミツマクの廃材,最近植樹され来った ワッ トル樹を,更に参考

のため櫨紙,リグ--/,蔓硫酸.パルプを並び行った｡ 電気炉は (b)型を用ひ,試料 50gを 300oC.,_

2hrsで第一次炭を 800oC,4hrsで第二次炭をつ くりこれについて諸性質を調べた｡

第5表 各種原料からの活性炭
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※電気伝導度については次報に詳説する｡
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a

塩化亜鉛法喧よる活性炭製造について研究を行った｡

(a).
処理温度第一次炭は3000C第二次炭900oC以下で行った｡
(b)
･
実験の範囲内では処理温度高き程処理時間長き程収量は滅ずるが活性度は高いC
(C)･
樹種による差異は賦活浅さ-適切であればさして認められなかった｡ メ
(d)
･
カラメル試験,
メチレン青試験,
香港糖脱免力電気伝導度等の測定を行ったが
,
これ等の

活性度順位は各々何れも一致はしなかった｡この
点について種々原因が考-られるがこれについて

は今後の研究に待ちたい｡

最後にこの研究費の一部は文部省や科学研究費によった｡こ吊こ記して
感謝の意を表する｡

Resum垂

TheactivecarbonwaspreparedbysoakingthesawdustofPinus(Akamatsu),Chama-

ecyParis(Hinoki)･,Beiula(Kaba),Fagus(Buna),Edgeworihia (Mitsumata), Acacia

(Wattle),andfilterpaper,sulphitepulp,1igninfrom woodsaccharjlication,inthe50%

Zinkchloridesolutionovernightandheatinginthesolutionforlhr.at80-90℃.andthen

thesolutior)wasdecantedandthenwasdried,carbomi edandactivated.

- 45-



木 材 研 究 第11号 (昭28)

Theactivatedcarbon-wasweighed,washedwith1:3HClandwashedwithhotwater

toremoveHCl,andrewe治hed.Yieldofwastewood17.5-34.2%,andthatofwastelignin

54.0% ofactivatedcarbonwereobtained.

Theadsorptionofmethyleneblue,caramelsolution,Hongkongrawsugarsolutionwere

usedformeasuringtheadsorptionpoweroftheactivatedcarbon,valuesat17.5-22.4cc.

methyleneblue,38.1-59.1%'Caramelsol廿tion,74.6-91.6% Hongkongrawsugersolution,

theactivatedcarbonshavingabovepowerwereobtained.Butrelationshavebeenfound

neitherbetweenthesethreeprocessesoftestsnorbetweenthethreeadsorbingpowers.
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